



































































































発表された「山椒大夫」の自解であること 周知のことだが、鷗外は語を継いで、さらに次のようにいう。 〈山椒大夫のやうな伝説は、書いていく途中で、想像が道草を食 て迷子にならぬ位の程度に筋が立つ ゐると云ふだけで わたくしの辿つて行く糸には人を縛る強さはない。わたくしは伝説其物をも、余 精しく探らずに、夢のやうな物語を夢のやうに思ひ浮かべ 見た〉 。
　が、 〈歴史上の人物を扱ふ癖の附いたわたく は、まるで時代

























今の今現在の瞬間、その〈知覚〉と〈行動〉の中を生きている。いわば自分が今現在を生きているさなかの充溢と躍動。しかし人がそうした を振り返る時、人はまたつねに〈……した〉 〈……だった〉と、 〈過去形 言葉〉の中に生き ければならな
い６
。た




位することではないか。そして 、 〈精神 〈観念〉そ ものもつ本然の習性であることは繰り返すまでもない。
　が、そうだとすれば人はつねにすでに、あの今現在を生きてい
るさなかの充溢と躍動からは少しずつ遅れ、だからいま生きていることの生き生きとした実感から逸れて と 今現にそこに ながらそ にいない状態、鷗外 言葉でいえば、まさに 酔生夢死（ 「妄想」 ）
の中に生きているといわなければならない。
　しかもそうだとすれば、鷗外には〈夢のやうな を夢のやう















































瞬間を、 〈…… た〉 〈……だった〉と茫々と振り返るしかない人間の姿を描き続けている。
　すでに「山椒大夫」において 安寿らの母は〈余儀ない事をす



























































一旦は〈想起〉されたもの、つまり、 〈史料〉 〈史実 であって、だからすでに〈想起〉されたものを 批評〉する余地は十分残されているということだろ
うＡ
。
（８） 　ニーチェは『権力の意志』で、 〈現象に立ちどまって、 「あ
るのはただ事実のみ」と主張する実証主義に反対して、私は言うであろう。否、まさしく事実なるものはなく、あるのはただ解釈のみと 私達はいかなる事実「自体」をも確かめることはできない〉という。なお注 （
11） の拙論参照。
（９） 　渋柿園が〈歴史なるもの〉は〈一種の小説〉 、 〈一切作り
物語〉というの 、この種々〈想起〉されるものの謂といえよう。
（












とを得たか。若し然りと云はゞ、わたくしは成功したのである。若し然らずして、わたくしが識らず知らずの間に、人に強ふるに自家の私見を以てし 束縛し、阻礙し 誘引し、懐柔したならば、わたくしは失敗し のである。 》
　要するに人が〈史料〉 〈史実〉を〈批評〉するのは〈随意〉 〈自









































































代の父祖の事蹟に、早く既に其子孫の事蹟の織り交ぜられてゐる〉というが、無論これは、 〈前代の父祖の事蹟に、早く既に子孫の事蹟〉が胚胎ないし予兆されているということではない。そう見える しても 実はあくまで後代によってその都度、前代が〈想起〉されて るということであり、また鷗外が現在只今から、そう〈想起〉し に他ならな 。
　鷗外はこうして〈前代の父祖の事蹟〉を追い、また〈其糸を断
つことをなさずして 、 〈其子孫の事蹟〉 至 。そうし 、 〈組織の全体を保存せむと欲し、叙 を継続して同世の状態に及ぶ〉という である。鷗外の〈史伝〉の世界 、かくして現出する だ
　ただ、いささかくどいが、 〈想起〉とは繰り返すまでもなく恣











足れりとせず、其人 裔孫のいかにな ゆくかを追蹤〉する。おそらくそこには、よしそれがいかに曖昧模糊としたものであるとしても、 〈父祖の事蹟〉が〈子 事蹟〉に繋がり、 〈同世の状態に及ぶ〉──、つま そこに、父祖から子孫へと継続 持続し、そしてなによりも現在 接続して今眼前の
象かたち
となって息づく命の














































































































































連載のまさに了った時、 〈わたくし 目下何事をも為てゐない。只新聞紙に人の伝記を書いてゐるだけ あ 〉 。 〈何故に伝記を書くかと云ふに、別 廉立つた理由はない〉 。 〈わたくしは度々云つた如 、此等の伝記を書くことが有用であるか、無用 あるかを論ずることを好まない。只 きた つ 書いてゐる〉といっている。
　たしかに、一切は消え失せ、滅ぶのだ。とすれば、記憶し記録

























てこれを送るこ 禁じ得な 〉と繰り返す。 〈わ くしは此空車が何物をか載せて行けば好いなどとは、かけても思はない。わたくし 此空車と或物を載せた とを比較して、優劣 論ぜようと思はぬことも、亦言 須たない。縦ひその或物 いかに貴き物であるにもせよ〉 。
　鷗外の言わんとすることはすでに明らかであろう。鷗外はもは
や、なべてのことに対し〈有用であるか、無用であるかを論ずることを好まない〉 。ただその車が傍を過ぎ、そして鷗外は〈目迎へて れを送る〉ばかりである。（
16） 　いわば鷗外の〈生得の実証精神〉
（三好行雄「解説」 『近代
文学注釈大系 　森鷗外』有精堂、昭和四十一年一月）
が、あの確
かめようのない経験以前の〈事実自体〉を、無限遠に追い求めているのかもしれない。しかし同時に、鷗外のいわば永遠の文学精神が、その不可能であることを知りつつ、そのことに耐えている ではないか。
